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気の音楽療法
―『荘子』から読み解く一人称の実践―

荒り|レ守カロ   おとだまのつかい

I はじめに
音楽を文字や数値で表現したとしても、

それはその音楽そのものではない。音楽は

音楽によってしか再現できない。私につい

て、私をよく知る人が詳細に語り、私の写

真を見せたとしても、それによって生きた

私の存在そのものを伝え切ることはできな

い。会話も同様に、文字で内容を詳細に記

し様子を書き加えたところで、それはその

時の会話そのものではない。録音や録画で

さえも、その時のそのものではない。なぜ

これらは再現できないのか。それは、 これ
らでは「気Jを うまく表すことができない

からではないだろうか。

これら「気」は私がそのように感じると

か、私は確かに経験した、という類のもの

である。それゆえに「気Jは個人的であり

主観的であり、他者に同様の体験を厳密に

再現させることはできない。現代では一般

に、客観性 再現性のないものを科学と呼
ばない。しかし「気」のように今日科学的

と言われていないものでも、確かに存在し

ていると多くの人が体験的に分かっている

ことが、世の中には沢山ある。科学によっ

てもたらされた多くの恩恵を受けて生活し

ているこの現実を、否定することは難しい

が それでも科学が解明し語ることができ
ることは、 「物事の全てJではなく、「有

用な一側副 というのが、妥当な考え方で

はないだろうか。河合隼雄や山中康裕が.ll

くように、一般にいう客観科学だけではな

い、もっと、全体性を射程に置いた、いわ

ゆる Dさの科学Jというような新しいジャ

ンルを追及せねばならないと思う (『宗教

と科学の接点』『老いのソウロロギー (魂

学)』 )。

日本の音楽療法は、数量的、実証主義的

な研究傾向が称揚される傾向、欧米に比べ

本質主義的な研究や理論的研究 学際的研
究 (と くに人文科学との議論)力

'極
端に少

ない傾向があると指摘されている (阪上.

2008)。 私は音楽療法歴13年のセラビス

トだが、音楽療法の記述記録や事例発表原

稿を書く時に、いかに工夫しても実際の

セッションを文字でうまく表現できないこ

とに疑間を持っていた。また演奏者として

長年音楽にたずさわる中でも、その経験や

感覚をうまく説明できないでいた。やがて

私は「何か伝え切れないものJ力 、ゞ自分の

行っている本当のこと。本質的なことなの

ではないかと考えるようになった。

この論文において筆者は自分のことを

「私」と記す。学術的ではない日常の言葉

も用いる。なぜなら、文字で再現できない

もの 伝え切れないものを扱うには、自分
の経験つまり「私」の主観を書き尽くすし



か方法がないと考えたからである。そして

その「何か伝え切れないもの」を、「気J

の視点、「気」の思想によって解釈してい

きたいと考えている。

■ 「響きJという名の「気」
1 レイキとの出会い
レイキ (霊気)は古くから行われてきた

癒し (ヒーリング)の技で、百年余り前、

自井甕男 (うすいみかお)氏が創始した手

当て療法である。t居 (1998)は次のよ

うに説明している。「臼井先生は『宇宙に

存在するものは、ことごとく霊気を保有し

ている』といわれ、『すべての存在の根源

である宇宙エネルギー』を 隠誇制 と名づ

けられました。それは『高次元の存在』か

ら発せられる『愛の波動』であり、かつ純

粋な『光』のことでもあります。 (中略)

『宇宙エネルギー』は、すべてのものの中

に存在していますが、人間の体内にあると

きは『生命エネルギー』となり、自然治癒

力や人生を力強く生き抜くための活力を与

えてくれます。『生命エネルギー』はオー

ラ、気、生気、霊気、霊子、生命磁気、プ

ラーナ、人体放射能、その他さまざまな名

称で呼ばれていますJ。 また自井氏が、大

正11年 3月 に鞍馬山で「『宇宙即我』『我

即宇宙』の一体感を達成され、求めていた

悟りの境地を完成」したと述べている。し

かし日本では精神性を重視していたためか

広くは伝わらず その方法を伝授された人
が海外に渡って、それがニューエイジ運動

と共に欧米で大きく発展していつた。近年

その西洋式レイキが 欧米の医療従事者も
行う。ヒーリングの技として逆輸入された

が、日本の伝統霊気も連綿と続いている。
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あるロレイキに興味を持ち始めた私は、

当時教育分析を受けていた臨床心理士の

先生に相談した。すると先生は、「私が教

えるJと言い、レイキを伝授してくださつ

た。先生ご自身もレイキに行き着いたのだ

と話し、レイキは目や日からも伝えること

ができる、あなたは音楽をするので、きっ

と声でレイキをすることができるはずだと

言つた。私は日々あらゆるものにレイキを

実践し始めた。自分の身体、動物、植物

友人の腰痛、コップの水には声でレイキを

した。すると実際に不思議な変化が見られ

たが、とりわけ水 (飲み物)に声でレイキ

した時が顕著であつた。いつたいどのよう

に作用しているのかわからないが、実際に

味 (口当たり)力 変`わることは、紛れもな

い事実であつた。私の感じでは、水に声を

かけることで、水がほんの少しだけ揺れる

ように思われた。そしてその微細な揺れ

(響き)によって、表面近くの水が反応

し、その反応は次々とコップの中の水に伝

わつていく感じがした。レイキのシンボル

やマントラの種類 (響き)によって、水の

変化の仕方も変わつた。水はちゃんと「響

き」を聞き分けているとしか思えなかっ

た。手のひらからレイキを伝えても、水は

lpl様 に反応した。水は手のひらから出る

「響きJも聞き分けているということにな

る。レイキは私にとって  「響き」という
名の「気」になっていつた。

2 レイキと音楽療法
レイキを伝授されてからは、音楽療法を

行う部屋に毎朝レイキをした。クライアン

トに日でレイキをすることもあった。レイ

キは基本的に相手に了解を得ずに行うこと
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をよしとしていない。しかし私とクライア

ントの関係は、セラピーを行うという前提

で関係が成り立っているので、レイキを音

楽療法に用いることは可能だと考えた。

しかし前節で述べたように レイキに
よってあれはど様々な変化が見られたにも

かかわらず、私の行つていた音楽療法にお

いては クライアントが変化していく様子
やクライアントと私がlE互作用的に変化し

ていく様子は、レイキを用いていなかつた

頃と比べてほとんど変化が見られなかっ

た。この結果は、私が行っていた音楽療法

がもともと、 レイキと同様の性質やはたら
きを持っていたのではないかということを

示していた。音楽療法の様子は変わらな

かつたが、私自身の理解度や意識は変わっ

た.音楽療法の場において起こる様々な変

化について、「なぜ変わるのかわかる気が

するJと 思うようになった。以前から私

は、歌声を使ってクライアントにかかわっ

た時に、よりはっきりとしたクライアント

の変化を実感していた (荒川,2007).
特にこの「歌声」がレイキと関係を持つよ

うに思えてならなかつた。また、 レイキと
いう言葉こそ用いていないが、山中康裕が

行っている高齢者への歌唱療法において起

こっていることと明らかにオーヴァーラッ

プしていると思われた (『老いのソウロロ

ギー (魂→ 』)。 コップの水に声でレイ

キを行つた時に、味の変化が見られた。人

間もほとんどが水でできている。人間の中

の水も変わるのではないか。そもそもなぜ

私はレイキを「響きJと して感じるのだろ

う。それは私が音楽療法士である前に、ひ

とりの音楽人としての経験が大きく関係し

ているように思われた。

3 失われた響き
私はトランペット奏者でもある。現代の

鍵盤楽器 (ビアノなど)や電子楽器は十二

平均律を使つているが 器楽の魅力は何と
言っても、要所で純正律の音楽ができるこ

とな バイオリンなどの弦楽器、管楽器

そして人の声は、音程を微調整できるの

で、純正律を作り出すことができる。十二

平均律は均質な響きが得られるが、完全に

協和した純正な響きは得られない。しかし

十二平均律は利点の方が圧倒的に多く、時

代が進むにつれて世界に普及した(石桁他,

1965).個人的な経験では 純正な響きに
は、真に人を癒す力、気づきを与え悟りに

導く力があるように思われる。そのように

思う理由は、自分の身体が,さ地良い 気
持ちがいいと感じるからにはかならない。

また現代の楽器はほとんどがA=440ヘル

ツ、オーケストラでは442ヘルツなどで

チューニングされているが、占い西洋音楽

では、地域によって、現代より半音くらい

低い (あるいは高い)ヘルツでチューニン

グされていたと言われている。またシュタ

イナー教育で用いるライアー (竪琴)は、
432ヘルツにチューエングして以来 癒し
の力を持つようになったと言われている。

私の経験でも、440ヘルツよりも432ヘル

ツ位の方が、ホッとして心地よい。

私は西洋の古楽器も演奏する。リコー

ダーのように音孔を持つその楽器は、

Cornctt(コルネット)、 ドイツ語でZink
(ツィンク)と呼ばれる木製のリップリー

ド楽器だ。17世紀まではバイオリンに並

んで賞贅されていたが、18世紀になると

急激に廃れてしまった。ッィンクは演奏が

難しいと言われる。私は演奏が困難なこの



楽器を吹いていると、当時の人々があらゆ

るものに祈りを持つていたこと、夜空の星

と対話していたことを感じる。合理的で機

能的なものと引き換えに失つてしまった、

大切な「何かJ 精神性、たましいのよう
なものを感じるのだ。古楽では、楽譜は比

較的r.1素でぁった。それゆえに 奏者が即
興でメロディを変奏することができる「あ

そびJ(創造性)を有していた。現代で
は、一部のジャンルを除いてほとんどの音

楽が楽譜の通り演奏される。

純正律、チューニングの多様化、廃れた

楽器、即興…。そこには根源的なものを

実感させる「響きJ力
'あ
るように感じられ

る。

4 演奏の中から現れるもの
私がオーケストラでトランペットを演奏

していると、作曲者がその出を作つた時の

思いや、その時代特有の喜びや苦悩が、渾

然一体になつて感じられることがある。私

たちの演奏をパイプにして、当時と今がつ

ながってしまうような、過去と現在が今こ

こに同時に現れたような、時間を超越して

しまう感じがする。この瞬間しか味わえな

い再現不可能な「何かJ(音力 として顕
現する。これはすでに個人的なレベルを超

え、人類全体の思い 地球に存在する生物
や鉱物の思い、さらに無限の宇宙までどん

どんつながっていく気がする。また、オー

ケストラ全体が休符を取っている時、残響

が去った後の静寂に、今まで聞いたことも

ない「何かJ(音楽のようなもの)が聞こ

えることがある。それはとても微細なもの

で、混沌としていて、それでいてきれいな

光のようなもので、見守る大きな目のよう
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で、言葉で説明できない感覚 感情のよう
に感じられる。この性質は、II,中康裕によ

れば、安永浩の言う「中心気質Jという気

質の人に顕著にみられるようだ (D心理臨

床の広場」2012(谷川俊太郎との対談)

参照)。

また、上手く演奏しようと思つていると

なかなかうまくいかない。作為がない時に

は、自分で予想もできないような力が発揮

できることがある。私の力1人に書道家がい

るのだが その人は書のことを「凍れる音
楽Jと呼Uゝ 上手く書こう、 こうやつて書
こう、などと考えているうちは、決して満

足のいく作品が書けない、無心になること

ができれば、あとは自由に書くだけだと話

していた。楽器演奏でも書でも、その域に

至るまでの修練が必要なことは、言うまで

もない。

同じ楽器であつても、演奏する人が変わ

ると全く違うものが伝わつてくる。同じ

人が演奏していても、その日その時によっ

て異なるものが伝わってくる。これは演奏

の出来、不出来の話ではない。演奏には、

どうゃってもごまかせないその人自身、存

在そのものが映し出されるということだ。

プロの演奏もアマチュアの演奏も、聞いて

いる人は、■手下手を超えた「何かJを聞

き、感じとつていると思われてならない。

次章では、 このような私が、音楽療法と
いう場で出会つたAさ んの事例を取り上げ

る。

皿 人いなる導き ―Aさんの事例―
1 認知症のAさんと行つた音楽療法
アルツハイマー型認知症を患つたAさん

と私は、月3回、各 1時間の音楽療法の時
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間を共有していた。様々な流行歌を歌い、

私のキーボード演奏に合わせてAさんがド

ラムスティックで多彩なリズムを演奏し、

テナーサックスを吹くAさんとトランペッ

トを吹く私が、互いにメロディを紡いでい

き、私のキーボード伴奏に合わせてAさん

がテナーサックスで即興演奏をした。音楽

性豊かなAさんと、非常にクリエイティブ

な時間を過ごしていた。Aさんは家族が日

を離すことができない状態だった。しかし

音楽療法の時間だけは、Aさんは「一人の

音楽人Jであつた。家族もAさんのその生

き生きとした様子に驚いていた。

ある日、Aさんが大動脈瘤乖離で救急搬

送され 危篤宣告の後 昏睡状態 (植物
状態)になったという知らせを聞いた。家

族に了解をもらい、見舞いに行つた私は

沢山の管に繋がれ人工呼吸器をつけている

Aさんのそばに駆け寄り、話しかけ、手を

取った。Aさんとの音楽療法はこれで終わ

りになると思つていたのに なぜか「これ
が始まり」である気がした。そしてAさん

は、このようなつらい状態に、わざわざな

られたかのような気がした。きつと何か意

味があるに違いないと思われた。Aさ ん

が、「やってみなさいJと私の背中を押し

ているような気さえした。私は毎月通つて

いる先生 (臨床心理士・芸術療法士)に相

談した上で、Aさ んの家族に、病院で引き

続き音楽療法をさせていただけないかと申

し出た。昏睡状態になって音楽療法をやっ

ても意味がないと言われたら、弓1き下がろ

うと思つた。しかし家族は少し考えてか

ら、 「 (父は)音楽が大好きだつたので、

喜ぶと思いますJと、音楽療法の継続を許

可してくださった。家族のどなたかが同席

すること、録画することも了解が得られ、

月 3回、各 1時間の音楽療法が再び始まっ

た。認知症のAさんとは、それまですでに

4年半 106回の音楽療法を行つていた。

昏睡状態になられてからは■107～ ■181

まで、75回のセッションを行った。この

75回 の中か ら、特に印象的なものを選

び、
・
E録を元に再度記述していく。なお、

+107以降、伴奏楽器は使用していない。

2 昏睡状態のAさんと行った音楽療法
■107 くB病院のベッドサイ ドにて >

Aさ んの左手をとつて話しかけると、閉じ

た日の中で眼球が動く。 (元々動いていな

かった、声に反応してくれたのかな)。 手

を取ったまま人工呼吸器のリズムに合わせ

て歌いかける。 (こ うすると一緒に歌って

いる気分になるかも)。 「私の声が聞こえ

たら目を動かしてくださいJと伝えると、

まるで返事のようにまた瞼の中で眼球を動

かす。 (ああ、やつばり私の声はちやんと

わかっておられるん念 Aさ んなりに返事

してくれているんだ).次の曲について提
案すると、日の左上が動く。 (や つばり

返事かも。イエスかノーかわからないけ

ど)。 Aさ んの大好きな『星の流れに』を

歌いかけると、突然体全体がピクンピクン

と 2回動き、瞼の中で眼球もよく動く。

「また来てもいいですか」と伺うと、眼球

がクルッと1回動く。 (これはきつとイエ

スの意味なんだ !)。 くセッションの記録

について、小括弧内には私が思つたことを

記している >。

私はこの 1時間、できる限り自分の考え

ていること、伝えたいことを 喋ってA
さんに伝えた。Aさ んが何かを動かして反



応した時には、「今××が動いておられま

したね !」 など、フィードバックをして、

「それはとても凄いことなので、もしでき

そうだったら、もっとやってみてくださ

い」と励まし、促す言葉かけをした。

く振り返り> 私はAさんの「何Jに向
かおうとしていたのだろう。Aさんの身体

だろうか。確かに私が日で見ることができ

るのは、Aさんの身体だった。Aさ んもま

た、私への返答を、私に見えるように伝え

ようと努力しておられたように思う。私も

Aさんの身体の動きに込められた思いを読

み取るよう努めていた。そのうちに私は、

ある奇妙なことを感じるようになった。そ

れは、Aさんの身体そのものに、身体の細

胞ひとつひとつに、Aさんの記憶のような

ものが宿っている感じ、身体が語ってくる

感じだつた。まるで目に見えない「煙Jの

ようなものか、 1震えJのようなものが発

散しているような、そういつたものに思わ

れた。山中康裕は、人間の全細胞が,さで

あって、けつして脳だけではないといつて

,ヽる (pesonal cOmlntlnlc/atlon)。

+138 くC病院のベットサイ ドにて >
「突然倒れて一年が経ちましたね。人

生色々とは言いますが、この一年どう…J

と話しかけると、Aさんは大きく体全体を

動かす。 (話している隙から反応するなん

て、よほど強い思いを伝えているんだ。

やっばりAさんにとつてこの状態はとても

辛いもの、何にもわからない状態なんか

じゃ決してないんだ)。 「この一年、少し

でも良いことはありましたかJと尋ねてみ

るが、Aさんは全く反応しない。 (も しか

して私がこうして時々来ることを喜んでく

れているかも知れないという私の甘い期待
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は砕かれ、とても恥ずかしくなった)。 同

席しているお嫁さんと私が桜の話を始める

と、Aさんの体が動く。直太郎桜やコブク

ロ桜の話になり、お嫁さんが「お父さんは

夜桜お七やねJと言う。私が『夜桜お七』

を少し口ずさんでいくと、Aさんの体が動

く。サビの部分をお嫁さんと一緒に歌う

と、Aさんは首を右や左に回す。 (Aさ ん

はちゃんと「夜桜お七」を覚えているし、

一緒に歌を楽しんでくれている)。 私が

「次回『夜桜お七』を練習してきますJと

言うと、Aさんは即、体を動かす。 (あ

賛成してくれている)。 お嫁さんが「お父

さんは歌が好きだつたJと話すと、Aさん

は首を大きく左へ回す。 (そうだよ 1と大

いに同意しているんだ)。 お嫁さんが「デ

ィでもよく『長崎物語』を歌ってたJと話

すと、Aさんは目を開け 表情がガラリと
変わつて、初老の男性の、ダンディな顔つ

きになる。

く振り返り> Aさ んの反応は、日を開
ける、眼球を動かす、体全体をビクンと

動かす、足 (膝)を ビクンと動かす、足先

(指)を動かす、首を (左右に)動かす

口を動かす、表情を変化させる、あくび

をする、「ぷつJなどの音声を発する、人

工呼吸器のパイプを「ゴッJと鳴らすなど

の 多彩な様子が見られるようになってい
た。それらはすべて、私 (私たち)の発し

た言葉や歌に呼応する形で現れた。首の動

きは、左右で肯定否定を使い分けていると

思う日もあれ
'よ

特に使い分けをしていな

いと思う日もあった。否定の場合は、何の

反応もしないという方法を取ることも多

かった。いずれにしても、Aさんが、Aさ

んのでき得る最大限の表現方法を用いて私
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(私たち)と疎通を図ろうとしてくれてい

たことは間違いない。その際、健常な人と

同じ基準でその様子を判断することはでき

ないと感じた。例え|よ 顔をしかめている

ような表情の変化でも、それはAさんの笑

顔かもしれない。体や筋肉を自由に動かす

ことができないことを踏まえ、前後の文脈

や、過去のやり取り (認知症の頃) また
私がそれを「どのように感じたかJで意味

を判断した。また私は、日で話す方法と頭

の中や心の中で話す方法を用いていたが

どちらの方法でも同様に疎通が取れている

感じがあった。私が声に出さずに伝えたこ

とについては、Aさんは身体で反応するこ

ともあったし、私の頭の中や心の中にふと

言葉が浮かびあがってくるという形で返事

が伝わってくるということもあった。はじ

めはこのような経験を、自分の思い込みだ

と思つていた。しかし、そのようにキャッ

チした情報を用いて、歌いかけ 話してみ
ると、引き続きAさ んの身体の反応が現

れ、Aさんがその流れを納得している気配

を感じたのだった。こういったことを繰り

返していくうちに、私の頭にふと浮かぶも

の、心に浮かぶものはAさ んのメッセージ

であるかも力]れない、そうである場合があ

りえる、と思うようになった。私が感じた

応答は頻繁だつた。 1時間はあつという間
に過ぎて行つた。

この頃、私は不思議な場面に遭遇した。

私が病室に到着してAさ んに挨拶し、音楽

療法を始める準備をしていた時だつた。突

然Aさ んがそわそわと動き出した。 「え、

どうしてJと思つた瞬間、病室の扉が開い

て、お嫁さんが駆け込んできたのだつた。

Aさんは大切な家族が自分のそばにやって

くる前に、予知 予感していたとしか思え
なかった。Aさんは何もわからないどころ

か 私たちの常識を超えた力を持つていた
のではないだろうか。

■140 くC病院のベッドサイドにて>

Aさ んの好きな『長崎物語』、前奏のハ

ミングから既にAさんは首や日、日を動か

し、あくびをする。 (この歌を楽しむ支度

を始めたみたい、期待しているのも伝わつ

てくる)。 曲中の、音を長く伸ばすフェル

マータの部分について、「どれくらい仲ば

したらいいか、教えてくれませんかJとお

願いすると、Aさ んは少し左へ首を動か

す。「さあ、うまくいくでしょうか」とい

う私の言葉にも、少し左へ首を動かす。

(さ あ～どうかなあ、やってみようかなあ

～という感じかな)。 そうしてもう一度私

とお嫁さんがこの歌をうたい出すと、Aさ

んはまるで準備運動のように少し首や足を

動かし、 (お っ、やる気になってる 1)

フェルマータの部分で、 ♪あ～～～と伸ば
すと、 3秒程して、Aさ んがはっきりと首
を左へ、ボトンと傾ける。それを合図にし

て、私はフェルマータを終わらせ、歌をう

まい具合に続けることが出来た。 (す ご

い 1合図を出してくれた 1)。

く振り返り> 認知症の頃は、この由の
フェルマータの部分をどれくらい伸ばすと

よいのか、Aさんが手の動きで長さやニュ

アンスを指揮していた。昏睡状態のAさ ん

もそれを覚えていて、今できる方法で合図

をしていたと思われた。その後も、何度か

同じことを行ってみたが、 7～ 8割の確率
で何らかの表現が現れた。Aさんの身体状

況も変化した。はじめの頃は痰が詰まり、

たびたび吸弓|が必要だったが、次第に減少



し、一年が過ぎた頃には 私がいる時間に
吸引することはなくなった。さらにこの

頃、Aさ んが咳のように息を強くIIいて痰

を切る様子が、たびたび見られるように

なった。Aさ んは自ら歌うことはできな

かったが、のどの働きが高まるというの

は、まるで自分で歌うことで効果をあげた

かのような身体の変化だと思つた。Aさん

の身体は私の歌声の「響きJに共鳴し、調

和することで、歌うことと同じことが起

こっていたのではないだろうか。

Aさんが昏睡状態になって大前提として

考えたのは、倫理的な配慮だった。言葉で

意志を伝えられないAさんが、私のするこ

とを受け入れているか拒否したいと思つて

いるか、どのように思つているか、いつも

考えていた。反省的、批判的に自分の行い

を見つめるよう心がけた。同席している家

族の言動にも同様に気持ちを向けた。音楽

療法という場において、「響き」で相手に

何らかの影響や変化を与えることは、責任

のあることである。

3 四十九日までの間にAさんと行った音
楽療法

Aさんのお通夜と葬儀に参列させていた

だいた。遺影は、Aさんが音楽療法でサッ

クスを演奏している時の顔写真だつた。数

日後ご家族は、四十九日まで仏前で引き続

き音楽療法を続けて欲しいとおっしゃつ

た。私は「ぜひお願いします」と即答し

た。それが果たして音楽療法と言えるの

か、何力lH来るのか、確実な答えはなかっ

たが、今求められていることを精一杯する

という思いだつた。四十九日までの音楽療

法は、■182か ら■186である。
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#183 りんを鳴らして始める。家のあ

ちこちから様々な生活音が聞こえる。私が

それに耳を傾けていると、Aさんが二年ぶ

りの我が家を楽しそうに見ているように感

じられる。話しかけると返答が感じられ、

家のことやあの世のこと、夫人とのなれそ

めなどを話す。『星の流れに』を、後方に

いた家族も一緒に歌う。その時、幼少のお

孫さん (男のつ に「もっと大きな声で歌

わんか、ほら !JというAさんの声が聞こ

えたように感じる。それとほぼ同時に、同

じ内容の言葉が、息子さんの日からお孫さ

んに向かって発せられる。

●186 旅立ちの支度が整い、家族のこ

とももう何も心配することはないと、Aさ

んが穏やかに笑っているのが感じられる。

『長崎物語』では、フェルマータの部分で

光が弧を描いて動く様子が感じられたの

で、それに合わせて歌う。うたの本をバッ

とめくると、Aさ んの好きな『湯島の自

利 が出てくる。最後に『星の流れに』を

歌うと Aさ んもサックスを手に取り、演

奏している様子が感じられる。長きにわた

る感謝を述べて、仏前を失礼する。その

後、息子さんとお孫さんの様子を見ると、

Aさんの精神が受け継がれ 世代交代をし
た息吹を感じる。

く振り返り>仏前での音楽療法の記録で

は、気配、空気 そんな気がする、そんな
感じがする、という言葉ばかりが並んだ。

目に見えないもの、耳に聞こえないものば

かりだ。Aさんがこの世での身体を離れ、

Aさん自身が日に見えないAさん 耳に聞
こえないAさ んになったのだから、当然な

のかもしれない。私がレイキを伝授された

のは、■140を過ぎてから、つまりAさ ん
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が亡くなる一年くらい前であつた。前に述

べたように、私がレイキを自分や音楽療法

の場に用いるようになつても それまでの
音楽療法の様子は特に変化がなかった。し

かしレイキによつて、日に見えないもの、

耳に聞こえないものが、私にとって実体験

を伴つた確かなものになつた。レイキは特

別な能力ではない。もし私に何か要素が

あったとするなら,よ それは、自分が感じ

ることについて、より小さく微細なものが

わかるように、感性の目盛りを細かくしよ

うと心がけたことではないだろうか。そし

て、「響きJという「気Jの視点を、自分

の中に持つことができたからではないだろ

うか。

ここまで私の「実践Jを記してきた。そ

れはレイキの実践、演奏者としての経験、

音楽療法の事例であるが、これらは決して

別々のものではない。これらは私の中で有

機的に密接につながり、融合し、「統合さ

れた体験Jと して顕現したのである。しか

しこれだけではまるで、骨のない血肉の塊

のようである。この私の実践を、研究とし

て生きたものにするためには、バックボー

ンとなる考え方、思想、哲学が必要にな

る。ゆえに、次章では 思想 哲学との対
話を通して私の実践を読み解き、意味付

け、解釈をしていく。しかしAさんの事例

は、科学的 客観的な視点では読み解くこ
とができないのではないかと考えた。行動

は観察できたが、通常の意味をそのまま用

いることはできない。感覚 (五感)の範囲

を超えている。亡くなつてからは、人間と

いう有機体すら超えている。読み解くに

は、おそらく科学的視点 人間だけの世界
観を超えたものが必要になるのではない

か 。

Ⅳ  『荘子』との対話 一新しい視点を求
めて一

1 『荘子』に出会う
自分自身の実践を読み解くため、私は心

理学をはじめ、様々な思想や哲学の本を手

に取ったが、なかなか納得できるものに出

会えなかった。そんな時、ふと、以前部分

的に読んだ『荘子』のことを思い出し、夢

中になつて全巻を読ん念 そしてそこに、

私が実践してきたことの全てが書かれてい

ると確信したのだった。

『荘子』三十三篇は、中国古代の道家思

想を伝える重要な古典である。孔子 孟
子の儒家の教えは中国の正統思想として、

老子 荘子の思想はその裏側でひそかに、
しかし力強く、人生についての深い思索を

いざなうものとして生きてきた。老子と荘

子ではいくらかの違いがある。老子では現

実世界での成功を目指す現実関心が強いの

に、荘子はそれをまったく乗りこえてい

る。『荘子』において日ざされたものは、

人間社会の東縛から解放された絶対的な精

神の自由であり、自然と冥合した魂の安ら

ぎであった。 (金谷,1971)。

私は『荘利 を読んで、日本との深いつ

ながりを感じた。老荘思想は後に道教に大

きな影響を与えたが、卑弥呼の鬼道と呼ば

れたもの、シャーマニズム、古神道、修験

道、陰陽道、仏教、密教、禅、武道や茶道

など「道」のつくもの、能や文学・詩歌な

どの文芸、これらにはみな、『荘子』の思

想が流れていることを感じ取った。また私

の中に荘子と同様の「思いJ、 つまり現在

の主流派の考え方に対して、オルタナティ

劾
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ブな考え方の必要性を感じていたこと よ
り根本的で、たましいの安らぎとなる考え

方を書き記したいという使命感があったか

もしれない。「響きJという「気Jの視点

からも、『荘子』はそのものであつた。坂

出 (1993)|ま 「『気』を思想の中核にす

えている思想家は、老子や荘子、すなわち

道家であるJと述べ、著書において「気J

について語る際には『老子』ではなく『荘

刊 を多く弓1用 している。つまり『荘刊

ヤま「気の哲制  「気の思想Jの代表である
と言える。また、東洋思想や禅の影響に

よって生まれた心理学に、 トランスパーソ
ナ,レさ理学があるが、東洋思想も禅も元来

『荘子』に関係している。よって『荘刊

はトランスパーソナルな視点の思想哲学で

あるとも言えるであろう。

2 安知魚楽L相手の気持ちがわかるとは
何か

なぜ私と昏睡状態のAさんは疎通がとれ

たのだろう。だが「何となく相手の気持

ちがわかるJという経験は 日常において
無数にある。赤ちゃんの気持ちを察する母

親、ペットの気持ちを理解する飼い主、花

や野菜の具合を感じとる農家の人々、機械

の調子を勘で見抜くエンジニア、山川草木

との対話から言葉を紡ぎだす詩人 俳人
……こういった人間の行いは、私とAさん

の疎通と同様のことなのではないだろう

力ヽ

子日女安知魚楽云者、既己知吾知之面

間我、我知之濠上也、

君は「お青1に どうして魚の楽しみがわ

かろうかJと いつたが、それはすで

に、僕の知識のていどを知つたうえ
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で、僕に問いかけたものな  〔君は僕
ではなくても、僕のことをわかってい

るじゃないか。〕僕は濠水のほとりで

魚の楽しみがわかつたのだ。く外篇・

秋水篇 >(金谷,1975)

魚が自由に泳いでいるのを見て、魚が楽

しそうだと言つた荘子に、友人恵子が、魚

でない君にどうしてそれがわかるのかとFHl

いかける寓話であるが、「魚の楽しさは、

直接魚になつてみなくても、濠水のほと

りに立っておのずからにわかる。万物のあ

いだには、ことばや形をこえた感通の理が

あるJ(金谷,1975)こ とを示唆してい

る。『荘子』は万物の間には言葉や形を超

えたつながりがあるという、「万物斉同」

の考えに基づいているの念

天地一指也、萬物―馬也

天地も一本の指である。万物も一頭の

馬である。く内篇 斉物論篇>
(金谷,1971)

「万物斉同」とは、万物はすべてひと

しく一つである、ということである。

一つであるということは、どこかでつな

がっていて わかりあえるということ、
言葉や行動、客観的な証拠に頼らなくて

も、わかりあえるということを指向する

だろう。しかしそのためには 意識的あ
るいは無意識に「わかりあえるJと思つ

ている (わかつている)こ とが必要な条

件になるのではないかと思われる。

3 物化一気で交流するとは何か
死後に音楽療法を継続し、死後のAさん

と交流を持つたことを当然だという人は、

稀であると思われる。では私の行った、死

後のAさんとの交流は、どのような考え方
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によって読み解くことができるのであろう

か。

不知、周之夢鶯胡蝶興、胡蝶之夢鳥周

興、 (中mEl此之謂物化、

いったい荘周が蝶となった夢を見たの

だろうか、それとも蝶が荘月になった

夢を見ているのだろうか。 (中Ю こ

うした移行を物化 (すなわち万物の変

化)と名づけるのだヽ く内篇 斉物論
篇>(金谷,1971)
世の人々の多くは、現実と夢は,1の も

の、人間と蝶々は別のものだと思つてい

る。しかし、「その夢が現実でなく、その

現実が夢でないと誰が保証し得るのか。一

切存在が常識的な分別のしがらみを突きぬ

けて、自由自在に変化しあう世界、いわゆ

る物化の世界こそ実在の真相なのである。

人間はただその『物化』一万物の極まりな

い流転一の中で、与えられた現在を与え

られた現在として、楽しく逍遥すればよ

いJ(福永、2011)と 言うのである。な
らば、ものごとを区別し、固定させて見る

ことは、いかにも賢くものごとを明らかに

したつもりで、実は真実を取りこぼしてい

るといった、皮肉な結果を導くことになり

かねないのではないか。

人之生、氣之衆也、衆則鶯生、散則鶯

死、 (中略)故萬物―也、

人が生きているのは気が集まっている

からで、気が集合すると生となり、分

散すると死となるのだ。 (中略)だか

ら万物も 〔F・lじ一つの気の変化であっ

てもともと〕一つなのたLく外篇・知

北遊篇>(金谷,1982)
万物の変化、人間の生死も気の変化であ

ると言う。身体も気の凝集であるが それ

は人間の目で見ることができる気である。

もし目に見えない気と疎通をはかろうと

思つたならば、何かしらの方法で目に見え

ない気を感知しなければならない。では、

身体を持つ私が目には見えない気の次元に

なるとは、どういつた方法でできるのだろ

うか。

元聴之以耳、而聴之以心、元聴之以

心、市聴之以氣、(中略)氣也者虚而

待物者也.唯道集虚、虚者心齋也、

耳で聞かないで心によって聞くように

し、心で聞かないで気によって間くよ

うにせよ。 (中略)気というものは空

虚でいてどんなものでも受けいれるも

のな そして真実の道はただこの空虚

の状態にだけ定着する。この空虚の状

態になることこそ心斎なのだヽ く内

篇 人間世篇>(金谷,1971)
気とは「宇宙的直観Jであり、「宇宙に

遍満し、一切万物を成り立たせる原質J

であり、「宇宙そのものと一つになつた純

粋さを『虚』 (心斎)と いうJ(福永 ,
2oll)。 セラピーを行う際、クライアン

トを変えてやろうなどと思っていると、全

くうまくいかない。これは音楽を演奏する

時の、うまくやってやろうという思いとも

通じているように思う。気で聞くとは、気

の状態になることとも言えるが、知識や判

断を離れて自分の感じることに委ねるこ

と、マイントを離れて万物斉同の境地にな

ること、宇宙の一気とひとつになることで

はないだろうか。気の状態になると、感じ

ることが全てになり 判断や疑いは消え、
意思は自由に飛び回るようになる。こうし

て気の状態でA氏と共鳴が始まり、自由な

交流が可能となったのではないだろうか。



その交流はとても自由で楽しかつた。

4 天籟―すべては響きである
汝間人籟、市未聞地籟、汝聞地氣

而未間天籟夫、

お前は人の吹く爺 (ふえ)は聞いてい

るとしても、まだ地の爺を聞いたこと

はなく、お前は地の爺を聞いたとして

も、まだ天の籍を聞いたことはない

であろう。 <内篇 斉物論篇 >
(金谷,1971)

「籟Jは響きの意で、 「天籟とは人籟・

地籟のほかさらに天籟とよばれる別の響き

があるのではなくて、地籟を地籟として聞

き、人籟を人籟として聞くことが、そのま

ま天籟だというJ、 また、人が人であり、

地が地であること、換言すれヤよ 天とは、

あるがまま、自然ということであり、分別

(因果的思惟)を超えているということ

なのである、と福永 (2011)は述べてい

る。あらゆるものが響いている、独自の響

きを持つている。その響きは形こそ違って

も同じ性質のものであるということであ

る。人間が奏でる音楽も、風の音のような

地球上の自然現象も響きであり、人間や動

植物・物体なども各々独自に、自発的に

鳴って (響いて)|ヽ るのであり、地球のみ

ならず宇宙の星々や、宇宙そのものも鳴っ

て (響いて)0さ るというの念

有成興腐、故昭氏之鼓琴也、無成興

店、故昭氏之不鼓琴也、

完成と破壊とがあるのは、昭氏が琴を

ひいた場合であるし 完成と破壊との
ないのは、昭氏が琴をひかないばあい

である。 〔昭氏のような名手でも、琴

をひくとそこに分別が生まれる〕く内
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篇 斉物論篇>(金谷,1971)
昭文は琴の名手であるが、彼がいかに上

手に琴を弾いたとしても、無限のメロディ

は奏でられない (成立しない)。 無限のメ

ロディを聴くには、方法はただ 。つ、琴を

弾かないということである、という寓話で

ある。しかし「麗Jは、欠 (かく)と いう

意味も持つ。私はこの部分を、欠、つまり

不完全という意味で読んだ。琴を弾けば無

限のメロディの一部が現れる。そして琴を

弾くのを止めれ,ま 無限のメロディが現れ

ると。これは演奏会の最後の音が終わつた

後の余韻、演奏時の休符に現れる美しさ、

音楽療法の場で私とクライアントが一緒に

歌つたり曲を聴いたりした後の 何とも言
えない静寂や余韻を表しているように思え

てならない。私たち人間が奏でる音楽は美

しい。しかし本当に美しいのは その音楽
が止んだ時であることも実感してきた。音

が止んだ瞬間に開ける宇宙、音が天地に消

えていった後に開くL界、と言った方がよ

いだろうか。音楽は、そういつた普遍的な

メッセージを、身体の細胞ひとつひとつに

向かって、人間の心・精神 たましいに向
かって、直接響きとして届けることができ

るのではないだろうか。響きが伝わると

自分が本来「響きJであつたことを思い出

して、共鳴が起こるのではないだろうか。

そして共鳴によって調和が取り戻され、治

癒や変容が起こるのではないだろうか。

5 神 (しん)―テクニックを超えたもの
臣之所好者道也、進乎技実、始臣之解

牛之時、所見元非牛者、三年之後、未

嘗見全牛也、方今之時、臣以神遇、市

不以目視、官知止而神欲行、
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私めの求めておりますものは道でござ

いまして、手先きの技より以上のもの

でございます。私めがはじめて牛の料

理を致しましたころは 目にうつる
ものはただもう牛ばかり 〔手のつけど

ころも分かりません〕でしたが、三年

たってからはもう牛の全体は目につか

なくなりました。このごろでは 私め
は精神で牛に対していて、 日で見てい
るのではありません。感覚器官にもと

づく知覚は働きをやめて、精神の自然

な活動だけが働いているのです。く内

篇 養生主篇>(金谷,1971)
『荘子』において「神」 (しん)と は、
「精神Jといつた意味合いのものである。

世俗の生活を生きる中に真の超越がある、

『荘子』は全篇を通してそのように訴えて

いる。この寓話を読み、これはまさに私が

トランペットを演奏してきた道のリ セラ
ビストとして経験してきた道のりについて

語っているかのように思われた。はじめの

頃は、技ばかりに気を取られていた。技術

さえ上達すれ,よ よい演奏よいセラピーが

できると思っていた。しかし上手になりた

くて懸命に練習すればするほど、実際に相

手に伝わつているのは、技ではないのだと

感じるようになった。「精神の自然な活動

を働かせて牛を見るJと いうのは、牛の
「気の体」「気のはたらき」を、「気」で見て

いるということであり、「こうしてやろう」

という作為ではなく 本来自然のものに従
おうとする精神なのではないだろうか。

6 救一セラピーとは何か
夫道不欲雑、雑則多、多則擾、

擾則憂、憂而不救、

あの 〔お前が守らねばならない〕道は

〔純粋なものだから〕雑りけがあって

はいけないもので、雑りけがあれば多

様になり 多様であれば乱れ、乱れれ
,■心配ごとも多く、心配ごとがある

ようでは他人を救うことはできない。

く内篇。人間世篇 >(金谷,1971)
福永 (2011)は 「他人にはたらきかけ

ることを考える前に、もっと自己自身に徹

底すべきだ。心が安定しているためには精

神が統一されていなければならない。問題

はまず自己が道と一体になること溜 と述

べている。セラピーを行うには、自分が大

いなるもの (道、 自ずから然るもの、天、
宇宙、神、など)とひとつになっているこ

とが前提になる、ということもできる寓話

である。では、自分が道と一体になってい

ればそれでよいのか。いや、そうではな

い。相手の気持ちを考えず自分の正しさを

押しつけるということは、善意という刃物

で相手を傷つけるようなもの嵐 人間の心

は複雑かつ微妙であることを肝に銘じつ

つ、洞察することが不可欠であることは言

うまでもない。

彼且鶯元崖、亦興之鶯尭崖、

達之入於元疵、

あちらが気まま勝手であれヤま こちら
もいっしょに気ままにふるまいなさ

い。 〔あいてのとおりに従いながら〕

あいてを導いて欠点のない境地へとひ

き入れることです。

く内篇 人間世篇>(金谷, 1971)
福永 (2011)は 「調子を合せても自己

の主体性を失って相手にひきずられず、相

手を感化しながら、そのはたらきが外に現

れないようにすることが難しいJと いう。



他者に調子を合わせても、自分の主体性を

保ち、感化されていることを相手が気づか

ないように行う、これは慎重さと細心の注

意を要する仕事である。

7 無用の用―昏睡状態とは何か
私はこれまでの音楽療法におけるF_5わ り

の中で、認知症の人は神に近づいている人

だと感じてきた。大井 (2008)は終末期

の痴呆老人について  「この世」と「あの
L」 が浸透しあつた「あわいJの世界にい

るという印象を受けると述べている。昏睡

状態のAさんと関わるにつれて私は、Aさ

んは何もできない状態ではなく、特別な役

目を持つている人、身をもって天寿を全う

している人に思えていた。

桂可食故伐之、漆可用故割之、人皆知

有用之用、市莫知元用之用也、

肉桂は食べられるために伐りとられ

る。漆は役にたつために切りさかれ

る。人々はみな有用なものが役にたつ

ことはわかつていても、無用なものが

役にたつことを知らない。く内篇・人

間世篇 >(金谷,1971)
Aさんが昏睡状態だった3年間のご家族

の様子を見ていて、Aさんは、家族の絆を

しっかりと結びつけて、事業や財産を整理

して再出発させる時間を息子さんに与えて

いたように思われた。そしてそれがAさん

にとって、大切な家族を守る方法だつたに

違いないと。Aさんは私にこの論文を書か

せてくれるほどの大きな体験を残してくれ

た。私を通してAさんが大切にしていたこ

とが世の中に伝わつていく。これは真の意

味での有用ではないか。Aさ んは医療で延

命されていた。それが手放しで幸せだつた

荒力1有加 :気の音楽療法  55

かはわからないが、与えられた状況の中で

遅しく「今この瞬間」を生きてみせてくれ

たAさんは、もはや人間ではなく神や仏の

領域、自然や宇宙としての存在 役割を
担つていたように思われた。

8 天使―天命とは何か
絶述易、先行地難、鶯人使易以傷、篤

天使難以慣、

ある所へ行かないているというのはや

さしいが、大地をふまないでいるとい

うのはむつかしい。人の世の仕事な

らそれをだましてずるけることもやさ

しいが、天の世界の仕事ではだまして

それに逆らうことはむつかしい。く内

篇 人間世篇>(金谷,1971)
福永 (2011)セま「荘子は『人使と為る

ことなく天使と為れ』と教える。『人使』

とは人間的な作為に身を委ねる者であり、

『天使』とは天理の自然に身を委ねる者で

ある」と解説している。『荘子』において

「天使」とは 人間世界 世俗の世界で地
に足をつけて生きながら、自ら然る大いな

る営みに自分を委ねて生きる者という意味

になる。では、大いなる営みに身を委ねる

とは、どういうことなのか。

知其不可奈孤 而安之若命、徳之至也、

人の力ではどうしようもないことがら

をよくわきまえて、その境涯に身を落

ちつけ、運命のままに従っていくとい

うのが、最高の徳です。く内篇 人間
世篇>(金谷,1971)

それは、「あらゆる必然をただ自己の必

然として素直に受け取つてゆく大いなる

運命への愛と肯定」であり、 「必然とは自

己に与えられたlF●然にはかならないのであ
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る」 (金谷,2011)。

吾得斗升之水、然活耳、君之言此、曾

不如早索我於枯魚之庫、

一斗か数升そこそこのわずかな水さえ

あればわたしは元気になれるというの

に、あなたはそんなのんきなことを言

われる。それじゃ、早く乾物屋の店先

きに行つて、〔千乾になった〕このわ

たしをさがした方がましというもんだ

く雑篇・外物篇>(金谷,1983)

道にできた轍にいた鮒に 水を持つてき
てもらえないかと声を掛けられたところ、

これから主様に会うので、帰り道に長江の

水をかきたてて迎えにくるよと答える。そ

の言葉を聞いて鮒が上記のように言い放

つ寓話である。私はこの話に得体の知れな

い深い力を感じた。日常に現れる「縁あっ

て自分の目の前に現れた人や出来事」は、

「偶然Jである。その「偶然Jに今の自分

を尽くすこと、今の自分に求められたこと

をすること、それが「天側  (天の世界の

仕事)に対するスタンスであり、大いなる

もの (天命 運命)に身を委ねるというこ
となのではないだろうか。このような視点

を以つて振り返ると、私がAさ んと音楽療

法を行つたことも、Aさ んが昏睡状態に

なって私と過ごしたことも、人間の世界に

おける「天の世界の仕事Jであつたという

ことになりはしないだろうか。

9 光一日に見えない真実
夫道有情有信、元鶯元形、可受而不可

博、可得而不可見、

一体、道とは 実在性があり真実性が
ありながら、しわざもなければ形もな

いもので、身に受けおさめることはで

きても、それを人に伝えることはでき

ず、身につけることはできても、その

形をみることはできない。く内篇 大
宗師篇>(金谷,1971)
「道」、私はこれを「真に大切なものJ

と考えている。私が実感してきた「響き」

という名の「気」は、「真に大切なものJ

にとても近いものではないだろうか。同時

にこれは 私がこれまで書き記してきた自
分の実践経験、昏睡状態のAさんとの音楽

療法、四十九日までの音楽療法、レイキの

実践、楽器演奏において、確かに私の中で

存在しているにもかかわらず言葉にするこ

とができないもの、「そのもの」だつたの

ではないか。

世之所貴道者書也、書不過語、語有貴

也、語之所貴者意也、意有所随、意之

所随者、不可以言博也、

世間で 道を求めるために尊重するも
のは、書物である。しかし、書物はこ

とばをつらねたものにすぎない。こと

ばには大切なところがあって、ことば

の尊重すべきところはその意味内容で

ある。意味内容にはそれがもとづい

て生まれてきたところがあって、意味

内容のもとづいたところは、ことばで

は伝えられないものである。く外篇

天道篇>(金谷, 1975)
『荘子』力:述べていることを当てはめる

と、体験を言葉にできたと思ったならば、

もはやそれは真実ではない 道ではないと
いうことになる。しかし、言葉が大切なも

のであることも『荘子』は認めている。

故知止其所不知、至実、 (中 IIal雨不

知其所山末、此之謂藻光、

そこで、知識についてはわからないと

で |
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ころでそのまま止まっているのが、

最高の知識である。 (中略)しかもそ

れがどうしてそうなのか、その原因が

分からない。こういう境地を保光 (内

にこもった光)というのである。く内

篇 斉物論篇>(金谷, 1971)
よくわからない、それは安らかな明らめ

である。そしてその境地は「光」である。

わからないところでそのまま止まるのが、

最高なのだ。ここで終わりにしよう。『荘

子』の言うように、この境地を以つて、人

間世界に戻ろうではないか。

V 気の音楽療法
これまで音楽療法を行つていた時、クラ

イアントと過ごしていると、突然インスピ

レーションのように出がひらめいて、実際

に歌ってみると多くの反応が得られ、実は

それがクライアント (認知症の人)に とつ

て非常に思い出深い大切な出だつたこと

を、後で家族から開かされて驚くといつた

ことが度々あつた。また今、日の前にいる

クライアントに提供するのはどの楽由がよ

いか、頭で考えてわからなくなった時、お

もむろにうたの本に手をかけ、ベージをめ

くって、ピンとくるものに決めたり、おも

むろにCDを探して、手に取つた印象で曲

を決めたりして、そのような方法で提示し

たものが、結果的にセラピーの進展に大き

な役割を果たしていくということが何度

もあった。山中康裕によれば、彼がこの

25年間行なっている高齢者への歌唱療法

も全くこの通りだと語っている(personal

commt‐ lcation)。

私は、人間が活動するエネルギーも 人
間の意識の働きも無意識の働きも、感情も
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意思もイメージも、人間の身体も、集合離

散する物質の働きも、ものの最小単位も、

宇宙や地球の源も、そして言葉も声も、匂

いも光も、音も音楽も、すべて生き生きと

流転する「気Jの視点、「気」の思想で説

明できると考えた。その中でも、特に「響

き」は「気」そのものであると考えてい

る。五感で感じるものも、五感以外で感じ

るものも、共に「気」であると思つている

が、「気Jは五感「だけ」では感じること

ができないのではないか。そして、「気」

を感じるには  「気」の視点を持つことが
必要であり、そのためには実践や体験を伴

う必要があるのではないかと思つている。

音楽、音や声は、 「響きJと いう名の

「気Jそのものである。セラピーにおいて

それを用いることは、言葉や運動を使つた

「気Jに比べて、クライアントを、セラ

ピーの場を、より直接的に揺さぶり、共鳴

させる。またその揺さぶりは、滞っている

「列 の流れを調和させ 本来の自分らし
さを取り戻し、力を発揮させていく方向

へ、自然に導く.これらは私が実感したこ

とである。ハーン (1998)は 「音楽の素

晴らしさは、それが人を思考から離して、

精神集中や瞑想を助けることですJと述べ

ているが、これは音楽が、人知の次元から

大いなる叡智の次元に導く働きを持つとい

うことを示しているのである。

黒木 (2006)は、 「セラビストがセッ

ション中の何処に注目するかによつて、そ

の流れが変わつてくるJと 指摘している

が、私も、セラビストの視点がクライアン

トにかかわる際の対面姿勢を構築し、セラ

ピーにおいてその視点の持つ要素を有効に

活用させることにつながると考えている
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(荒川.2012)。 また黒木 (2006)ヤよ、   る。
気の流れを促進させるセラピーで「重要な    この論文は、 は にとっての真実Jを記     `
ことは、思考を先行させてはならないとい   したものである。しかし、このように自     i
うことであるJと述べている。これはまさ   分の視点と体験を究めようとする姿勢が、      ′
に私が実感していたことであり、「気Jの   そして「気Jという、超越的な、 トランス      :
セラピーを行う時に必要な考え方である。   パーソナルな次元を価値あるものとして
しかしこの文章を読んだとしても、読み手   示すことが、新しい次元の価値観を開く
が真にわかるかどうかは、読み手の体験に   「光Jになると考えている。
かかっているのではないだろうか。ここで

問題になるのは、体験は時間を要する場   く付記 >本稿は、2011年度立命館大学大
合、タイミングが関係する場合があるとい   学院修上論文として提出したものを大幅に
うことである。例えば「気Jを体験するに   縮め、一部加筆修正した。
は、自分が自然に体験できるようになるの

を待つことも必要であり、「気」を体験さ   【文献】
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